
特特特特    記記記記    仕仕仕仕    様様様様    書書書書     業 務 名 南部中核拠点 道路予備設計業務委託（その１） 業務番号 第 1－委－4 号 業務場所 奈良県五條市大野町 他   第１条第１条第１条第１条         本業務の履行にあたっては、本特記仕様書によるほか、「土木設計業務等共通仕様書（令和２年 10月奈良県県土マネジメント部）」（以下「共通仕様書」という。）によるものとする。  第第第第２２２２条条条条    （業務目的）（業務目的）（業務目的）（業務目的）    本業務は、本年６月に策定した南部中核拠点整備基本計画でとりまとめた STEP2 段階における市道中富貴線等の道路課題について、再検証及び経済性・早期効果発現等の観点を踏まえた道路予備設計を実施し、必要な図書を取りまとめることを目的とする。  第第第第３３３３条条条条    （業務内容）（業務内容）（業務内容）（業務内容）        １. 現地調査を行った上で道路の課題について再検証を行い、必要な測量業務を実施し、過年 度成果も踏まえ道路予備設計（A）、交差点予備設計を行う。なお、設計における基本設計条 件は、道路規格：第３種第５級、計画交通量：500 台未満/日(H27 センサスより)とするが確 認すること。  構造物の規模、計画工程表、施工順序、施工方法、資材・部材の搬入計画、仮設計画等、 工事費算定に当たって必要な計画を記載した施工計画書を作成すること。   ２. 設計や打合せにおいて疑義が生じた場合は直ちに現地踏査により現場確認を行うものとす る。なお、隣接部等の条件が変更になった場合は、変更の対象とする。   ３．数量計算は土木工事数量算出要領（案）に基づき作成し、数量のとりまとめ区分について は、担当調査員と協議の上決定するものとする。   ４．本業務において、経済性（ライフサイクルコストを含む）・工事時間短縮・環境対策等に ついて検討するとともに、課題検証を行うこと。   ５．本業務においては建設副産物対策として、共通仕様書第１２０９条（設計業務の条件）の ９に基づき、建設副産物の検討結果としてリサイクル計画書を提出するものとする。   ６．「公共事業に係る環境配慮指針」（以下「指針」という。）により、県が行う事業におい て、環境配慮への取り組みの実効性を高め、より効果的、継続的に環境配慮への取り組みの 向上を図ること。   ７．本業務は、「条件明示チェックシート（案）」（以下、「チェックシート」という。）の活用 対象業務である。道路予備設計（A）実施時にチェックシートを作成するものとする。  



第第第第４４４４条条条条    （（（（打合打合打合打合せせせせ協議協議協議協議））））     業務における打合せは、業務着手時、中間打合せ時（３回）、成果品納入時の計５回行うものとする。ただし、中間打合せは、調査職員と協議の上、打合せ回数を変更出来るものとする。業務着手時又は業務計画書作成時及び業務完了時には、原則として管理技術者が立ち会うものとする。  第第第第５５５５条条条条    （（（（土地土地土地土地へのへのへのへの立立立立ちちちち入入入入りりりり等等等等にににに必要必要必要必要なななな身分証明書発行身分証明書発行身分証明書発行身分証明書発行についてについてについてについて((((共通仕様書「共通仕様書「共通仕様書「共通仕様書「ⅣⅣⅣⅣ----1111----6666」」」」))))））））     身分証明書の発注対象者は原則として、管理技術者とする。ただし作業班の編成等に関連して別途必要となる場合は、契約後速やかにその適任者を届け出て交付を受けるものとする。また、土地立ち入りの際には必ず携帯し、関係者等より請求を受けた場合これを提示すること。  身分証明書の右上に顔写真を貼り、身分証明書を作成すること。また黄色の腕章を作成し、土地立ち入りの際には必ず携帯すること。  第第第第６６６６条条条条    （（（（貸与資料貸与資料貸与資料貸与資料））））     本業務の実施にあたり必要となる成果品を初回打合せ時に貸与する。  第第第第７７７７条条条条    （（（（電子納品電子納品電子納品電子納品についてについてについてについて））））    本業務での成果品は、以下の通りとする。 ○電子納品 本業務は、電子納品対象業務とする。電子納品とは、調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子データで納品することをいう。 ここでいう電子データとは、国土交通省が策定した「土木設計業務等の電子納品要領（案）：（以下、要領）」及び奈良県が策定した「土木設計業務等の電子納品ガイドライン（案）（以下、両者を総称して「要領」という）」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指す。 なお、書面における署名又は押印の取り扱いや現状把握等で収集したデータ関係の取り扱いについては、別途調査職員と協議すること。  ○成果品の提出 成果品は「要領」に基づいて作成した電子データを従来方式の原稿に代わるものとしてＣＤ－Ｒに納め２部提出するとともに製本版 2 部（報告書（簡易製本２部）等）、その他発注者が指示するものを納品する。  第第第第８８８８条条条条    （（（（そのそのそのその他特記事項他特記事項他特記事項他特記事項））））     １．調査結果は、随時調査職員へ報告すると共に、調査職員の指示があれば整理し報告すること。   ２．成果品納入後にあっても成果品に誤りがある場合は、直ちに訂正するものとする。   ３．業務内容の進捗状況について適宜監督員に報告すること。   ４．発注者から貸与された過年度成果については、紛失等が生じないよう適切に管理すること。  



 ５．本業務に関して、同時期に測量業務を実施する予定であるため、業務実施に当たっては、 測量業務受注者との連携を行うこと。                                         



□□□□    業務位置図業務位置図業務位置図業務位置図    

「奈良県道路網図（R6JHs 599）を転載」   



□□□□    数量集計表数量集計表数量集計表数量集計表    


